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1 並んで いた ところに 横から 割りこまれて、あいは むっと 口を むすびました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 怒って いる イ 笑って いる ウ よろこんで いる エ あんしんして いる こたえ 

2 大切に 育てた あさがおが かれて しまい、みくは しょんぼり うつむきました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア ほこらしい イ悲しい ウ うれしい エ 楽しい こたえ 

3 大なわとびで 自分が ひっかかって しまい、ちひろは みんなに ごめんと 小さく 言いまし

た。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア ほこらしい イ うれしい ウ もうしわけない エ わくわく こたえ 

4 並んで いたのに 横から 入られて、たくみは むっと して 立ち止まりました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 笑って いる イ 怒って いる ウ あんしんして いる エ よろこんで いる こたえ 

5 長い 夏休みが 終わり、ひさしぶりに 友だちに 会えて、はるとは 走って かけよりまし

た。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア たいくつ イ うれしい ウ こわい エ悲しい こたえ 
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6 雨で 楽しみに していた 遠足が 中止に なり、なつみは 窓の 外を ぼんやり 見て いまし

た。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 大 喜び イ ざんねん ウ わくわく エ あんしん こたえ 

7 くらい 押し入れの 中に 隠れて いると、ドアが ゆっくり 開いて、りくは 息を 飲みまし

た。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 楽しい イ うれしい ウ あんしん エ こわい こたえ 

8 あんなに 練 習したのに 本番で 転んで しまい、りなは くやしくて 下を 向きました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 楽しい イ あんしん ウ うれしい エ くやしい こたえ 

9 一人で るすばんを して いた 夜、へんな 物音が して、さらは ふとんに もぐりました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア こわい イ 楽しい ウ うれしい エ ほこらしい こたえ 

10 自分の せいで リレーに 負けて しまい、あおいは みんなに あやまりました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア もうしわけない イ うれしい ウ ほこらしい エ わくわく こたえ 

11 弟 が 大切な 本に らくがきを したので、ゆいは 顔を 真っ赤に して にらみました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア眠って いる イ 怒って いる ウ よろこんで いる エ あんしんして いる こたえ 
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12 明日は 海へ 行く 日。かいとは 夜が なかなか 眠れませんでした。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア いやがって いる イ かなしんで いる ウ わくわくして いる エ あきれて いる

こたえ 

13 けんたは 大切に していた コップを 割って しまい、うつむいて 黙って いました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア うれしい イ 楽しい ウ悲しい エ眠い こたえ 

14 テストで 100点を 取った れんは、早く 家族に 見せたくて 家まで 走って 帰りました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア うれしくて じまんしたい イ つまらなくて 眠い ウ こわくて 逃げたい

エ悲しくて ないている こたえ 

15 まいごの 妹 が 交番で 見つかったと 聞いて、兄は ふうっと 息を つきました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア 怒った イ こわく なった ウ あんしんした エ がっかりした こたえ 

16 かわいがって いた 小鳥が かごから 逃げて しまい、あやは 窓の 外を 見て なきました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア悲しい イ 楽しい ウ ほこらしい エ うれしい こたえ 

17 育てた 野菜が やっと 実り、はなは 目を 大きく 見ひらきました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア たいくつ イ うれしい ウ悲しい エ こわい こたえ 
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18 雨で 運動会が えんきに なり、しょうは がっくり かたを 落としました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア わくわく イ あんしん ウ 大 喜び エ ざんねん こたえ 

19 リレーで 1位に なった みほは、両手を 高く 上げて 飛び上がりました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア うれしい イ悲しい ウ つまらない エ こわい こたえ 

20 発 表の 順 番が 近づいて 来て、たくやの 胸は どきどきして きました。

このときの 気持ちに 一番 近いのは?

ア きんちょうして いる イ あんしんして いる ウ ねむたい エ つまらない こたえ 
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こたえ　しょう3 こくご「物語を 読む(気持ち)」 その3

1  ア 怒って いる

2  イ 悲しい

3  ウ もうしわけない

4  イ 怒って いる

5  イ うれしい

6  イ ざんねん

7  エ こわい

8  エ くやしい

9  ア こわい

10  ア もうしわけない

11  イ 怒って いる

12  ウ わくわくして いる

13  ウ 悲しい

14  ア うれしくて じまんしたい

15  ウ あんしんした

16  ア 悲しい

17  イ うれしい

18  エ ざんねん

19  ア うれしい

20  ア きんちょうして いる


